
環境大臣賞

自治体連携で裾野広く「フードロス」「食品ロス」の認
知向上に貢献。単にムーブメントとしてではなく、ビ
ジネスとして確立。参加する飲食店の初期費用やラ
ンニングコストなどの負担がなく、0円からはじめられ
ることから、日本発のサービスとして世界展開できる。

川越一磨（（株）コークッキング代表取締役 CEO）、横浜市資源循環局一般廃棄物対策課、金沢市環境局環境政策課温
暖化対策室、浜松市環境部ごみ減量推進課、東京農業大学生活協同組合

わが国のフードロス総量は約643万トン以上であり、他方で食料自給率は世界最低水準。この
「矛盾」を解決すべく、 （株）コークッキングでは、ビジネス視点を兼ね備えたフードシェアリング
プラットフォームを構築。地方自治体等と連携し、フードロスを削減する新しい食のサプライ
チェーン構築と共に持続可能な「食の2次流通マーケット」の創出に取り組んでいる。

概要

目的

内容

効果

まだ安全に美味しく食べられる食品の廃棄をなくし、アプリで食べ手（ユーザー）へ。画像確認
や低価格、キャッシュレスシステムの導入などでフードロスを削減するという課題解決型サービ
スを実施。手軽にフードロス削減。さらに自治体連携も強化し、公共と民間によるフードロス削
減の普及を目指す。

フードロス削減を目指すフードシェアリングのプラットフォーム「TABETE」をスマホアプリで運営。
「ユーザーよし」「お店よし」「環境よし」の新たな“三方よし”を実現する社会課題解決型ウェブ
サービスを運用。販売店の売上向上にも貢献。自治体と登録店開拓などで連携して、継続性
あるサービス運用に。

2018年のサービス開始以来、わずか2年弱で登録店舗数465店舗。登録ユーザー数20万人以
上。廃棄の危機から救った食事（総レスキュー数）1万6,000食以上。自治体との連携も4自治体
に（令和2年1月現在）。経済と環境分野での相乗効果を発揮して、フードロス削減に大きく貢献。

フードロス解決アプリ「TABETE」と自治体の協働による
社会課題解決
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